
白熱した戦いをみせた第20回大会が幕を閉じ、早

くも４カ月が過ぎようとしています。俳句甲子園は次

の大会へ向けて準備を進めています。様々な形で

俳句甲子園に関わっていただけたらと思います。 

子
規
・漱
石
生
誕
150
年
記
念 

第
20
回
俳
句
甲
子
園
公
式
作
品
集 

ＮＰＯ法人 俳句甲子園実行委員会 （E-mail：info@haikukoushien.com） 
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れ
た
時
間
で
の
膨
大

な
仕
事
で
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
編
集

部
の
面
々
は
、
私
の

思
い
に
十
二
分
に
応

え
て
く
れ
た
。 

 

『
特

別

イ

ン

タ

ビ
ュ
ー
』は
、
高
校
生

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

俳
句
甲
子
園
で
俳
句

に
出
会
い
、
今
な
お

俳
句
を
続
け
な
が
ら

も
、
俳
句
甲
子
園
で
得
た
も
の
を

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
ど
う
昇
華
し
た

ら
よ
い
か
悩
む
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
に
も
大

人
の
言
葉
を
届
け
る
、
と
い
う
目

的
で
内
容
を
決
め
た
。
そ
こ
に
つ

づ
ら
れ
た
言
葉
を
「自
分
に
向
け

て
発
さ
れ
た
言
葉
だ
」
と
、
今
後

【内
容
】 

○
地
方
大
会
・全
国
大
会
に
提
出
さ 

 
 

れ
た
高
校
生
の
全
作
品 

○
大
会
結
果
＆
入
賞
作
品 

○
【特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】神
野
紗
希
＆

髙
柳
克
弘 

両
審
査
委
員
長 

「
俳
句
甲

子
園
で
の
鑑
賞
と
は
」 

○
俳
句
甲
子
園
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
「
全
国
大

会
・地
方
大
会
」作
品
を
鑑
賞 

○
高
校
生
の
「大
会
参
戦
記
」 

○
【
記
念
企
画
】
高
校
生
の
思
い
！
「私

た
ち
に
と
っ
て
俳
句
甲
子
園
と
は
」 

と
も
に
大
街
道
を
ま
わ
り
、
各
チ
ー

ム
の
選
手
や
先
生
方
の
協
力
を
得
、

補
欠
の
選
手
も
揃
っ
て
の
集
合
写
真

を
納
め
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
以

外
の
写
真
は
、
担
当
の
荻
原
武
さ
ん

が
、
全
て
の
学
校
の
選
手
が
載
る
よ

う
に
写
真
を
選
ん
で
く
れ
た
。
限
ら

 

今
回
は
、
広
島
高
校
Ｏ
Ｇ
で

公
式
作
品
集
第
６
号
編
集
長

の
青
山
ゆ
り
え
さ
ん
に
、
第

２０
回
俳
句
甲
子
園
公
式
作

品
集
に
込
め
た
思
い
に
つ
い

て
、
文
章
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 
 

 

「
ど
ん
な
作
品
集
が
作
り
た

い
？
」前
編
集
長
か
ら
問
わ
れ
た

と
き
、
私
は
「
俳
句
甲
子
園
に
関
わ

る
全
て
の
人
に
、
自
分
が
主
役
と

し
て
輝
い
て
い
た
瞬
間
を
思
い
出

し
て
も
ら
え
る
本
に
し
た
い
」
と
答

え
た
。
編
集
部
全
員
の
作
る
本
で

あ
る
の
だ
か
ら
、
編
集
部
員
に
も

「こ
の
ペ
ー
ジ
は
自
分
が
い
た
か
ら

で
き
た
ペ
ー
ジ
だ
」と
思
っ
て
ほ
し

い
。
『全
員
が
主
役
』。
そ
う
い
う
思

い
か
ら
、
公
式
作
品
集
第
６
号
の

編
集
部
は
出
発
し
た
。 

 

そ
の
思
い
を
そ
の
ま
ま
載
せ
た

企
画
が
、
第
６
号
の
目
玉
『高
校
生

の
思
い
！
「
私
た
ち
に
と
っ
て
俳
句

甲
子
園
と
は
」
』で
あ
る
。
当
日
現

地
に
い
た
編
集
部
員
の
大
西
菜
生

さ
ん
、
谷
口
理
文
さ
ん
、
長
谷
川

凜
太
郎
さ
ん
、
柳
元
佑
太
さ
ん
と

の
人
生
の
糧
に
し
て
く
れ
れ
ば
よ

い
と
。
実
際
に
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
か
ら
反

響
を
得
た
と
き
は
、
心
か
ら
嬉
し

く
思
っ
た
。 

 

『大
会
参
戦
記
』は
、
担
当
の
橋

本
孝
輔
さ
ん
を
中
心
に
、
鈴
木
啓

史
さ
ん
に
も
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
編
集
部
全
員
で
議
論
し
八
人

を
選
ん
だ
。
候
補
に
挙
が
っ
た
人

数
は
も
っ
と
多
く
、
取
り
入
れ
ら

れ
な
い
意
見
も
あ
り
、
会
議
は
難

航
し
た
。
そ
れ
で
も
、
依
頼
し
た

選
手
た
ち
は
、
こ
ち
ら
の
思
惑
を

超
え
た
原
稿
を
寄
せ
て
く
れ
た
。 

 

こ
の
魅
力
に
魅
せ
ら
れ
た
か

ら
、
私
は
作
品
集
の
編
集
部
に
い

る
。
実
行
委
員
や
ス
タ
ッ
フ
、
選
手

の
熱
が
、
俳
句
甲
子
園
と
い
う
媒

体
を
よ
り
魅
力
的
に
す
る
よ
う

に
、
作
品
集
も
ま
た
人
の
熱
、
喜

び
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
私

も
ま
た
編
集
長
と
い
う
一
人
の
主

役
と
し
て
、
こ
の
本
に
輝
か
せ
て

も
ら
っ
た
。
こ
の
作
品
集
か
ら
、
俳

句
甲
子
園
を
愛
す
る
人
、
そ
う
で

な
い
人
、
俳
句
甲
子
園
に
関
わ
る

全
て
の
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
こ
の

大
会
の
熱
を
感
じ
て
く
れ
る
よ
う

願
う
。 

 【価
格
】１
，
０
０
０
円
（
税
込
） 

【購
入
方
法
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
俳
句
甲
子
園 

 
 
 
 

実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:/
/

w
w

w
.h

a
ik

u
k
o
u
sh

ien
.co

m
/

）
か

ら

購

入
で
き
ま
す 


